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2 0 2 2 年度岡山理科大学恐竜学博物館活動報告  

 

 

石垣 忍・市川 美和 ＊・高橋 亮雄 ＊ ＊ ・林 昭次 ＊ ＊  

            岡 山 理 科 大 学  古 生 物 学 ・ 年 代 学 研 究 セ ン タ ー ， 恐 竜 学 博 物 館  

           * 岡 山 理 科 大 学  研 究 ・ 社 会 連 携 部  恐 竜 学 博 物 館  

          * * 岡 山 理 科 大 学 生 物 地 球 学 部 生 物 地 球 学 科  

 

 

 

１ ． ２ ０ ２ ２ 年 度 活 動の 概 要  

 2 0 2 2 年 度 は 、前 年 度に 引 き 続き 館 の運 営 に お い て 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス の 影響 を 受け た 。

新規 感 染 者 数 は 、 第 6 波（ 2 - 5 月）、 7 波 （ 7 - 9 月）、 8 波（ 1 1 - 2 月 ） で増 加し た が 、 秋

以降 は 感 染 者 が 増 え て も社 会 的 な 制 限 は ほ ぼ なく な っ た た め 、 徐 々 に通 常 の 対 応 に 戻 し た 。

当館 は 学 生 の 利 用 （ 見 学・ 授 業 ・ 実 習 ・ 研 究 ）と 研 究 利 用 （ 内 部 ・ 外部 ） に つ い て は コ ロ

ナ前 と 同 じ 対 応 を 続 け た。 一 般 の 見 学 利 用 に つい て は 3 月 上 旬 と 4 月当 初 は 休 館、 その 後

5 月末ま で 予 約 制 を 敷 いた が 、 6 月 か ら は 岡 山県 内 の 他 館 と ほ ぼ 同 様に 予 約 不 要 と し た 。

一般 入 館 者 の 月 別 入 館 者の 実 績 数 は 、 ８ 月 以 降は コ ロ ナ 前 の 2 0 1 9 年度 並 み に 戻っ た。 収

集保 管 と 展 示 の 諸 作 業 につ い て は コ ロ ナ 前 と 同様 に 進 め た 。 前 年 度 末（ 3 月 ） に 奥 田 ゆ う

学芸 員 が 転 出 し 、 新 た に市 川 美 和 学 芸 員 が 4 月か ら 着 任 し た 。 ま た 博物 館 の 兼 務 研 究 員 を

続け て こ ら れ た 兵 頭 博 信教 授 と 西 戸 裕 嗣 特 任 教授 は 2 0 2 3 年 3 月 末 をも っ て 退 職さ れた 。  

  

２ ． 使 命 と 理 念 の 確 立  

 今 年 度 の 目 標 で あ っ た当 館 の 使 命 と 理 念 に 関し て は 明 文 化 す る こ とが で き た 。 今 後 こ の

ガイ ド ラ イ ン に 沿 っ て 運営 し て い く こ と に な る。 次 の 段 階 と し て 必 要な こ と は 、 実 際 の 業

務指 針 と し て 、 研 究 ・ 展示 ・ 教 育 ・ 収 集 と 保 管・ 広 報 な ど に つ い て の、 よ り 具 体 的 な 「 ポ

リシ ー （ 方 針 ・ 実 施 計 画） を 作 る 事 で あ る 。 こう し た こ と は 、 と か く「 面 倒 な 枠 組 み 」 と

考え 「 考 え る 時 間 が な い」 と い う 理 由 に よ り 立案 が 進 ん で い な い 館 もあ る が 、 実 際 に は 、

博物 館 が 継 続 的 に 発 展 ・運 営 し て い く た め の 基本 的 な 仕 組 み づ く り の一 つ で あ る 。 博 物 館

には さ ま ざ ま 課 題 が 生 じて く る が 、 そ の 一 つ 一つ に 判 断 を 下 し て い かね ば な ら な い 。 そ の

時の 判 断 基 準 、 あ る い はや る べ き こ と の 優 先 順位 を つ け る 「 ふ る い 」の よ う な 役 割 を 果 た

すの が ポ リ シ ー で 、 そ れを 関 係 ス タ ッ フ で 共 有し て い く こ と が 今 後 の課 題 で あ る 。  

 

３ ． 資 料 収 集 ・ 保 管 活動  

2 0 2 1 年 度 は 標 本 の 物 理 的 な 整 理 が 進 ん

だ が、 本 年 度は あ ま り 進 まな か っ た。 収 蔵

スペ ー ス に つ い て は B 1 号館 1 階 標本 保管

庫と C 2 号 館 5 階 の保 管庫、 及び 恐竜 学博

物 館の 標 本 室 の整 備 が 進 み新 し い 標 本棚 も

納品 さ れ た 。 C 2 号 館 3 階 の 図 書 館 の 書 棚

の 移動 が 進 み 、書 棚 に 設 置し た 展 示 物を 保

護 する た め の アク リ ル 板 が納 品 さ れ た。 こ

れ によ り 、 現 在あ る 標 本 群を 適 切 な 場所 に

収 蔵す る た め の基 本 イ ン フラ の 初 期 段階 整

備 が ほ ぼ 完 了 し た 。 来 年 度 以 降 は 具 体 的 な

整理 作 業 を 始 め る 予 定 であ る 。  

図 1 ． B １ 号 館 収 蔵 庫 （ 左 ） と ば ん じ ゅ

う を 引 き 出 し 式 に 収 蔵 す る 標 本 棚 （ 右 ）

1  
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標本 の 収 集 保 管 に つ い ては 、 2 0 2 0 年 5 月に 遺体 を 埋 積 し 、 2 0 2 2 年 １ 月に それ を 発 掘

回収 し て 骨 格 標 本 化 を 進め て き た ア フ リ カ ゾ ウを 、 今 年 度 の 教 育 改 革推 進 事 業 の 予 算 で 骨

格標 本 と す る 処 理 を 進 めた 。 一 部 の 骨 格 に つ いて は マ ウ ン ト し 部 分 交連 展 示 と し た 。 し か

し、 骨 格 の 「 さ ら し 」 が不 十 分 で あ り 、 来 年 度も 処 理 を 継 続 す る 必 要が あ る 。 そ の 他 寄 贈

によ る 現 生 の 動 物 の 遺 体を 引 き 取 り 、 骨 格 標 本化 を 進 め て い る 。  

新 規 に 受 け 入 れ た 化 石 標 本 や レ プ リ カ 、 各 種 の 研 究 用 ・ 展 示 用 の 資 料 と し て は 、 退 職

され る 教 員 （ 名 取 真 人 ・動 物 学 科 教 授 、 西 戸 裕嗣 ・ 生 物 地 球 学 科 特 任教 授 、 兵 頭 博 信 ・ フ

ロ ン テ ィ ア 理 工 学 研 究 所 教 授 ）、 お よ び 一 昨 年 来 標 本 を 寄 贈 し て く だ さ っ て い る 田 邊 章 氏 、

松田 嗣 朗 氏 を 含 む 数 名 のア マ チ ュ ア コ レ ク タ ーよ り 寄 贈 い た だ い た 。  

 

４ ． 展 示 活 動  

４－ １  展 示 作 成  

本 年 は 野 外 博 物 館 実 習 の 学 生 の 一 部 と の 共 同 作 業 に よ り 、 ① 大 学 構 内 の サ イ ン 類 の 改

善と 、 ス タ ン プ ラ リ ー シス テ ム の 導 入 に よ る 利用 者 の 動 線 整 備 、 ② C 2 号 館 3 階 図書 館 内

の中 央 展 示 と 書 架 展 示 の整 備 、 ③ A 1 号館 4 階図 書 館 内 展 示 の 一 部 につ い て １ 階の エス カ

図 2 ． ア フ リ カ ゾ ウ の 骨 格 標 本 作 成  A : 洗 浄 、 B ： 切 歯 展 示 風

景、 C : 交 連骨 格作 成準 備（株 ）三 近 工 業に て  

2 a  2 b  2 c  3  

図 3 ． 寄贈 を受け た

標本 の 一 例  

図 4 ． C 2 号 館 3 階図 書 室の展 示更 新  a : 中央 部東 , b ：中 央部 西 , c ： コリト サウ ルス  

4 a  4 c  4 b  

図 5 ． a : A 1 号館 4 階 図 書 館の 発掘 現場 展示 ,  b : A 1 号館 1 階の サウ ロ ロフス 展示  

ｃ： 5 0 周 年記 念館 前 の 竜脚類 足跡 展示 作 成 風 景、ｄ ：Ｃ １号 館 7 階 中 新世 化石 展示  

5 a  5 c  5 b  5 d  
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レ ー タ 周 辺 へ の 移 設 と 展 示 内 容 の 整 備 、 ④ 5 0 周 年 記 念 館 の 壁 面 展 示 （ 足 跡 化 石 ） の 設 置

の 4 点を 実 施 し 完 成 さ せた 。 こ れ に よ り 、 大 学構 内 で の 「 迷 い 」 が 大幅 に 少 な くな った ほ

か、 展 示 物 が 増 え 、 リ ピー タ ー の 利 用 者 か ら もこ う し た 対 応 を 評 価 する 意 見 を 多 数 聞 く こ

とが で き た 。 恐 竜 植 物 園に つ い て は 日 常 的 な 雑草 処 理 や 灌 水 、 剪 定 作業 な ど の 維 持 管 理 の

問題 が あ る 。 教 育 改 革 推進 事 業 （ 大 学 構 内 の 地球 史 オ リ エ ン テ ー リ ング 構 築 ） の 予 算 で 、

自動 潅 水 装 置 の 設 置 が でき た こ と や 、 学 生 ア ルバ イ ト に よ る 植 物 園 維持 へ の 協 力 が あ っ た

こと は 業 務 遂 行 上 効 果 的で あ っ た 。 来 年 度 は 大学 構 内 の 緑 化 整 備 業 務と 連 携 し て 恒 常 的 に

運営 で き る よ う な シ ス テム を 考 え て い き た い 。  

 

４－ ２  展 示 公 開  

2 0 2 2 年 3 月 1 日か ら 2 0 2 3 年 2 月 2 8 日 まで の開 館 日

は 2 8 5 日で 、同 期の 一 般 入場 者数 は 9 9 9 6 人 であ っ た 。

この 間 の コ ロ ナ 禍 に か かわ る 臨 時 休 館 期 間 は 3 月 1 日 ～ 3

月 7 日、 4 月１ 日～ 4 月 1 5 日 で、 予 約 によ る 入 場を 実施

した 期 間 は 3 月 8 日 ～ 5 月 3 1 日 であ った 。開 館中 の 、 土

曜・ 祝日 の外 部 から の 予 約 入 場 者 は 1 0 0 人 程 度、 平日 は

3 0 人程 度で 、相 変わ ら ず 期 待 が 高 い こ と を 示 し て い る 。

本 年 度 は 団 体 見 学 と し て 、 幼 稚 園 ・ 保 育 園を 2 園 、 小 学

校を 8 校 、 中 学 校 を 4 校、 高 等 学 校 を 9 校 受 け 入れ た。

ま た 、 学 童 ク ラ ブ お よ び 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 学 習 利 用 に つ い て も 、 1 7 施 設 の 見 学 を

受け 入 れ た 。 い ず れ も 前年 度 の 件 数 を 上 回 っ てお り 、 外 部 の 学 校 や 団体 の 見 学 が 増 加 し て

いる と 言 え る 。 ま た 、 中学 生 高 校 生 の 職 場 体 験・ 作 業 体 験 も 受 け 入 れた 。 こ う し た 利 用 も

今後 増 え て い く と 考 え られ る 。  

大 学 内 で 開 か れ た 学 会 や 研 究 集 会 、 教 育 関 連 の 集 会 等 の 参 加 者 が 博 物 館 を 訪 れ る こ と

も多 く 、 学 内 か ら の 希 望に こ た え て 通 常 の 休 館日 も 臨 時 に 開 館 し た 。特 に 物 理 学 会 の 参 加

者の 来 訪 が 大 変 多 か っ た。 オ ー プ ン キ ャ ン パ スや 学 園 祭 等 、 大 学 行 事に 合 わ せ た 日 曜 開 館

も合 わ せ ると 1 0 日 以 上あ っ た 。 学 園 ・ 大 学 への お 客 様 は 、 学 内 見 学の 重 要 地 点と して 恐

竜学 博 物 館 と 生 命 科 学 教育 セ ン タ ー を め ぐ る こと が 多 く 、 本 年 度 は 計 2 5 件 の依 頼 が あ り 、

こち ら の 来 訪 者 も 増 加 の一 方 で あ る 。  

一 昨 年 、 昨 年 に 続 き 、 今 年 度 も 学 生 の 解 説 ア ル バ イ ト を 配 置 す る 予 算 を 得 た こ と は 運

営上 大 変 重 要 な こ と で 、こ れ に よ り 日 常 的 な 来客 対 応 が ス ム ー ズ に 行え 、 観 客 の 満 足 度 が

向上 し た こ と は 間 違 い ない 。  

利 用 ニ ー ズ が 高 ま る い っ ぽ う で 、 館 内 業 務 の 時 間 や 職 員 の 休 日 確 保 の 問 題 も バ ラ ン ス

よく 解 決 し な く て は な らな い 。 来 年 度 は 比 較 的来 館 者 の 少 な い 平 日 の一 部 を 、 繁 忙 期 を 除

いて 閉 館 日 と す る な ど 、現 実 に 即 し た 対 応 を 考え て い き た い 。  

 

４－ ３  学 生 お よ び 本 学教 員 ・ 職 員 の 利 用 促 進  

当 館 に は 学 外 か ら の 観 客 が 年 間 一 万 人 以 上 訪 れ る 一 方 で 、 本 学 学 生 お よ び 本 学 教 員 ・

職員 の 利 用 は 進 ん で い ない 。 学 生 の 利 用 促 進 につ い て は 、 今 後 、 大 学構 内 地 球 史 オ リ エ ン

テー リ ン グ を 用 い た 体 験の 浸 透 な ど を 通 じ て 利用 の 喚 起 を 試 み る 。 また 、 本 学 教 員 ・ 職 員

の利 用 に つ い て は 、 通 常行 わ れ て い る 一 般 向 けの イ ベ ン ト や 教 育 活 動と は 別 に 、 参 加 者 を

本学 教 員 ・ 職 員 と そ の 家族 に 限 っ た 展 示 解 説 ツア ー な ど の 企 画 を 行 い、 大 学 内 の 利 用 促 進

と博 物 館 へ の 理 解 を 深 めて も ら う 機 会 を 作 る 事が 来 年 度 へ の 課 題 で ある 。  

 

５ ． 教 育 活 動  

５－ １  学 生 教 育  

当 館 は 、 学 生 教 育 で は 、 野 外 博 物 館 実 習 ・ 古 生 物 学 実 習 ・ 野 外 調 査 法 実 習 ・ 博 物 館 経

営論 な ど の 実 習 で 広 く 利用 さ れ る よ う に な っ た。 ま た 恐 竜 学 I 、 I I 、古 生 物 学 概 論 、 基 盤

図 6 ．中 学生 団体 の 見 学  
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教育 の 「 自 然 を 読 み 解 く」 等 の 様 々 な 講 義 で も利 用 さ れ て い る 。 ま た昨 年 に 続 い て 、 教 育

改 革 推 進 事 業 の 予 算 を 得 て 、 大 学 構 内 地 球 史 オ リ エ ン テ ー リ ン グ （ 通 称 「 ぶ ら 理 大 」） で

大学 構 内 丸 ご と 博 物 館 化を 推 進 し 、 8 1 か所 に 音 声ガ イド の Q R コ ー ド の つい たパ ネ ル を 設

置す る こ と が で き た 。 今後 も こ う し た 常 設 展 示室 と 野 外 展 示 ・ 学 内 サテ ラ イ ト 展 示 の リ ン

クを 強 化 し 、 当 館 の 学 生教 育 に 生 か す プ ロ グ ラム 作 り を 促 進 し た い 。  

 

５－ ２  教 育 普 及 活 動 ・ア ウ ト リ ー チ ・ 外 部 との 連 携 ・ 展 示 貸 し 出 し・ 広 報 活 動な ど  

外 部 か ら の 要 請 に こ た え

た 出 張 展 示 は 奈 義 ビ カ リ ア

ミ ュ ー ジ ア ム （ 恐 竜 発 掘 現

場 の 写 真 と 床 面 パ ネ ル 展

示 ） と 丸 善 岡 山 シ ン フ ォ ニ

ー ビ ル 店 （ 岡 山 文 庫 「 岡 山

理 科 大 学 恐 竜 学 博 物 館 図

鑑 」 の 出 版 と 連 携 し た 恐 竜

調 査 写 真 展 ） で 行 っ た 。 博

物 館 教 育 イ ベ ン ト 協 力 と し

て は 、 倉 敷 市 立 自 然 史 博 物

館 の 「 自 然 史 博 物 館 ま つ

り 」 に 学 生 と 共 同 で 実 施 し

た 。 標 本 の 貸 し 出 し は 国 立

科学 博 物 館 よ り 1 点、 兵庫

県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 よ り

3 点、長 崎 市 恐 竜 博 物 館よ り １ 点 、 笠 岡 市 カ ブト ガ ニ 博 物 館 よ り １ 点依 頼 を 受 け、 すべ て

許可 し た 。 講 演 会 等 は 県内 の 学 校 や 公 民 館 を 中心 に 1 4 回 行 っ た 。 大学 の 市 民 公開 講座 に

協力 し て 学 内 で 講 演 会 を行 っ た ほ か 、 ㈳ お か やま 観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン協 会 か ら の 依 頼 を 受

けて 岡 山 デ ス テ ィ ネ ー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン と 題し た 観 光 キ ャ ン ペ ー ンに 協 力 し 、 化 石 レ プ

リカ 作 り と 博 物 館 ツ ア ーの イ ベ ン ト を 7 月 と 9 月に 計 5 日間 、 午 前 と 午後 、合 わ せ て 計

1 0 回実 施し 、合 計 3 0 0 人の 参 加 者 に 体 験 を 提 供し た 。 ま た 前 述

し た 科 学 教 育 研 究 協 議 会 （ 科 教 協 ） の 冬 の 研 究 会 （ 2 0 2 3 年 １

月 ） で は 、 教 育 研 究 集 会 参 加 者 に 博 物 館 見 学 と 化 石 レ プ リ カ 作

り 体 験 す る 機 会 を 設 け た 。 昨 年 来 の 方 針 に よ り 、 こ う し た イ ベ

ン ト は な る べ く 学 内 で 行 う 方 向 に シ フ ト し て い た た め 、 回 数 や

動 員 数 は 多 い も の の 、 労 力 は 軽 減 さ れ た 。 今 後 も こ の 方 向 （ 行

事 は で き る だ け 大 学 内 で 行 い 、 大 学 に 来 て い た だ い て 体 験 し て

も ら う こ と を 基 本 と す る ） は 維 持 し た い 。 地 元 の 日 本 文 教 出 版

と 協 働 し て 、「 岡 山 文 庫 」 の 3 2 6 番 目 と し て 「 恐 竜 学 博 物 館 図

鑑 」 を 上 梓 す る こ と が で き た の は 外 部 連 携 関 係 で 特 筆 す べ き こ

と で あ っ た 。   博 物 館 の 広 報 活 動 と し て は 、 予 算 を つ ぎ 込 む

タ イ プ の 広 報 （ チ ラ シ の 配 布 、 マ ス コ ミ 広 告 等 ） は 行 わ な か っ

た 。 新 聞 連 載 記 事 等 を 使 っ た 告 知 や 理 科 関 係 、 学 校 関 係 の ネ ッ

ト ワ ー ク を 生 か し た 情 報 拡 散 に つ と め た 。 S N S 、 特 に ツ イ ッ タ

ー に よ る 情 報 拡 散 は フ ォ ロ ワ ー が 3 0 0 0 を 超 え る な ど の 実 績 が

上が っ た が 、 実 質 的 な 広報 効 果 は 不 明 で あ る 。大 学 の 広 報 活 動 に は 積極 的 に 協 力 し た 。  

昨 年 度 の 総 括 内 容 に も あ っ た が 、 当 館 は 大 学 博 物 館 で 、 大 学 の 研 究 と 学 生 の 教 育 に 資

する こ と を 最 優 先 と す べき こ と を 再 確 認 す る 必要 が あ る 。 人 員 や 予 算を 増 や す こ と が で き

ない 状 況 で バ ラ ン ス を とり な が ら 業 務 の 選 択 と集 中 を 行 い 、 原 点 を 見失 わ な い よ う に し た

図 7 ．デ ステ ィネ ー シ ョン キ ャ ン ペ ー ン チ ラ シ（ 左 ）

と レプ リカ 作り 体 験 の 材料 （ 右）  

図 8 ． 恐 竜 学 博 物 館

図鑑 （ 岡 山 文 庫 ）  
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い 。 来 年 度 の 活 動 全 体 と し て は 、 よ り 研 究 と そ の 支 援 活 動 に

シ フ ト し 、 大 学 博 物 館 本 来 の 研 究 コ ン テ ン ツ の 魅 力 を 作 り 出

し、 発 信 す る と い う こ とに 注 力 し て い き た い 。  

 

６ ． 研 究 活 動  

コロ ナ 禍 で 2 0 2 0 年度 から 2 0 2 1 年 度 の 2 年 間実施 でき な

かっ た モ ン ゴ ル 科 学ア カデ ミ ー 古生 物 学 研 究 所 （ I P ） と の 共

同調 査 を 再 開 し た 。 5 月か ら 6 月 にか けて石 垣忍 が 長 期 滞 在

し 、 モ ン ゴ ル 側 と 共 同 で シ ャ ル ツ ァ フ と ア ル ツ ボ グ ド 地 域 で

足 跡 化 石 の 調 査 を 行 っ た 。 8 月 に は 高 橋 亮 雄 、 實 吉 玄 貴 、 千

葉 謙 太 郎 、 高 崎 竜 司 と 学 生 １ 名 が モ ン ゴ ル 側 と 共 同 で バ イ ン

シレ 地 域 の マ イ ク ロ サ イト を 中 心 に 1 週 間の フ ィー ルド ワー

クを 行 っ た 。 高 崎 竜 司 は 6 月か ら 9 月ま で長 期に 滞 在 し 共 同

調 査 を 行 っ た 。 ま た 調 査 準 備 や 打 ち 合 わ せ と 標 本 調 査 の た

めに 、 6 月、 1 月、 3 月 にウラ ンバ ート ル の I P を訪 問

し た 。 ２ ０ ２ ２ 年 ８ 月 に 採 集 し た 標 本 が 借 用 の 上 で 岡

山 理 科 大 学 へ 送 ら れ 、 そ れ を も と に 研 究 が 進 め ら れ

た。  

当博 物 館 を 拠 点 と し た 学術 研 究 集 会 は 2 回 行 われ た 。

2 0 2 2 年 7 月 1 0 日に は 、第 4 0 回化 石 研 究会 総 会・学

術 大 会 が オ ン ラ イ ン で 当 博 物 館 を ホ ス ト と し て 、 シ ン

ポジ ウム 「足 跡 学－ そ の 現 在 と 今 後 の 展望 」、 総 会 、 個

人講 演 が 行 わ れ た 。 参 加者 は 4 5 名 であ った 。 2 0 2 3 年

1 月 8 － 9 日に は科 学教 育研 究 協 議 会 冬 の 研 究 会が 同 協

会 岡 山 ・ 神 戸 支 部 の 主 催 で 開 か れ 、 教 育 研 究 交 流 会 、

参 加 者 対 象 の 当 館 の 見 学 と 講 演 会 、 化 石 ワ ー ク シ ョ ッ

プが 行 わ れ た 。 参 加 者 は 2 2 1 名で あ っ た 。  

学 生 ・ 教 員 に よ る プ レ パ レ ー シ ョ ン 設 備 の 活 用 頻 度 は

増 え た 。 こ れ は 「 研 究 活 動 を 現 在 進 行 形 で ガ ラ ス 越 し

に 見 せ る 」 展 示 を 擁 す る 当 館 の 特 徴 を 際 立 た せ た 。 前

年 に 引 き 続 き 、 館 蔵 標 本 の 研 究 利 用 （ 学 内 、 学 外 研 究

者 ） や C T ス キ ャ ナ ー を 利 用 し た 各 種 の 研 究 （ 本 学 学

生、 教 員 、 学 外 研 究 者 ）も 進 ん だ こ と を 特 筆 した い 。  

 

７ ． 博 物 館 界 と の つ なが り に つ い て  

国 内 の 、 い わ ゆ る 大 学 博 物 館 の 中 に は 、 利 用 対 象 を ほ と ん ど 大 学 内 に 限 定 し て い る

（あ る い は 限 定 し な い まで も 、 結 果 的 に そ う なっ て い る ） 館 も 存 在 する が 、 当 館 は 学 外 一

般に 対 し て も 開 か れ た 館で あ る 。 つ ま り 、 当 館は 大 学 の 中 の 研 究 教 育施 設 で あ る と 同 時 に 、

一般 社 会 に 対 し て は 社 会教 育 機 関 で も あ る 。 大学 の 中 に い る と こ う した 「 学 外 か ら の 見 え

方 」 を 意 識 し な い も の で あ る が 、 少 し ず つ で は あ っ て も 、「 学 外 か ら 見 た ら 社 会 教 育 機 関 」

であ る 点 を 認 識 し 、 無 理の な い 範 囲 で 対 応 を 考え な け れ ば な ら な い 。こ れ は 教 員 だ け で 解

決で き る も の で は な く 、大 学 職 員 の 深 い 理 解 と運 営 へ の 参 加 が 必 要 であ る 。  

また 、 本 学 が 当 館 を 大 学ブ ラ ン デ ィ ン グ の 一 つと し て 位 置 づ け 、 一 般観 客 を 受 け 入 れ 、 一

般社 会 に 対 し て 発 信 す る教 育 研 究 機 関 と 位 置 付け る 場 合 、 他 館 と の 連携 は 不 可 欠 が あ る 。

現在 は そ の は じ め と し て、 岡 山 県 博 物 館 協 議 会に 参 加 す る こ と を 検 討中 で あ る 。 さ ら に 、

研究 や 展 示 、 標 本 の や り取 り な ど に 関 し て 、 モン ゴ ル の 博 物 館 と の 連携 を ど の よ う に 行 っ

てい く か と い う こ と も 今後 の 課 題 で あ る 。  

 

図 9 ． 化 石 処 理 設 備 の

高 稼 働  

図 1 0 ． 科 教 協 冬 の 研 究 会  


